
田
辺
か
ず
き
の
視
点

３
月
11
日
、
「
東

日
本
大
震
災
」
が
発

生
し
ま
し
た
。
世
界

で
観
測
史
上
４
番
目

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
９
・
０
を
記

録
し
、
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
賀
市
民
の
皆
様
の

中
に
も
、
ご
家
族
や

お
友
だ
ち
、
お
知
り

合
い
が
被
災
さ
れ
た

方
が
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
私
自
身

も
そ
の
一
人
で
す
。

皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
曾
有
の
惨
事
が

起
き
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
私
自
身
の

活
動
を
一
時
自
粛
し
、

災
害
に
対
す
る
政

治
・
行
政
の
役
割
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
材
経
験
か
ら
、

あ
ら
た
め
て
考
え
ま

し
た
。
災
害
対
策
で

は
、
自
治
体
行
政
と

現
場
の
政
治
家
の
責

任
は
非
常
に
重
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

政
治
家
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
今
ま
さ

に
被
災
現
場
で
生
き
る
人
々
の
救
援
。
そ

の
う
え
で
、
被
災
の
教
訓
（
課
題
）
を
発

見
し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
（
防
災

対
策
）
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

＜被災地取材の体験から＞
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復興に向けた取り組み支援を

私
の
大
規
模
災
害
の
経

験
は
、

■
能
登
半
島
地
震

（
07
年
３
月
25
日
、
Ｍ
６
・
９
）

■
平
成
18
年
豪
雪

（
05
年
12
月
～
06
年
２
月
）

■
福
井
豪
雨

（
04
年
７
月
）

―
―

で
す
。
実
際
に
こ
れ

ら
の
発
生
時
に
被
災
し
な

が
ら
、
現
場
の
実
態
を
継

続
的
に
取
材
、
課
題
を
記

事
と
し
て
提
示
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
材
過

程
で
重
視
し
た
こ
と
は
、

災
害
時
要
援
護
者
（
災
害

弱
者
）
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
の
対
策
で
す
。
つ
ま
り
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
と

い
っ
た
災
害
発
生
時
に
避

難
が
困
難
な
方
々
に
対
し
、

政
治
や
行
政
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
う
る
で

し
ょ
う
か
。

＜田辺かずき プロフィール＞
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①
確
実
な
情
報
伝
達

災
害
発
生

時
は
、
と
に

か
く
迅
速
な

状
況
把
握
が

不
可
欠
で
す
。

行
政
か
ら
災

害
弱
者
に
対

す
る
「
避
難

情
報
」
の
確

実
な
提
供
が

求
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、

高
齢
者
や
障

が
い
者
は

個
々
別
々
の

課
題
を
抱
え

て
い
る
。
た

と
え
ば
、
耳

が
聞
こ
え
な

い
、
目
が
見

え
な
い
、
足

が
不
自
由…

等
で
す
。
取

材
で
聞
い
た

「
声
」
の
例

で
す
。

意
外
と
ラ
ジ
オ
を

使
っ
て
テ
レ
ビ
放
送

（
の
音
）
を
聞
い
て

い
る
。
だ
か
ら
、
画

面
上
で
の
テ
ロ
ッ
プ

の
表
示
だ
け
で
は
避

難
情
報
に
気
づ
か
な

い
」
（
57
歳
の
視
覚

障
が
い
の
男
性
）

「
抽
象
的
な
言
葉
の

意
味
を
認
識
で
き
な

い
聴
覚
障
が
い
者
も

い
る
。
テ
レ
ビ
の
テ

ロ
ッ
プ
で
『
避
難
勧

告
』
の
文
字
が
流
れ

て
も
危
険
を
感
じ
ら

れ
な
い
。
誰
か
が
手

話
で
伝
え
て
く
れ
た

ら
避
難
で
き
る
」

（
高
齢
の
聴
覚
障
が

い
の
夫
婦
ら
）

そ
こ
で
、
ど
う
い
う
課
題
を
抱

え
て
い
る
人
が
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
か―

―

と
い
う
状
況
を
事
前

に
把
握
し
、
対
応
策
を
事
前
に
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昔
で
い
う
「
お
隣
さ
ん
」
「
近
所

付
き
合
い
」
の
感
覚
で
す
。
こ
れ

が
災
害
発
生
時
に
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
個
々
別
々
の
課
題
の
把
握

は
、
た
と
え
ば
、
住
宅
地
図
上
の

「
色
分
け
」
と
い
っ
た
方
法
で
実

施
で
き
ま
す
。
「
ど
こ
に
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
暮
ら
し
て
い

る
か
」
を
把
握
す
る
。
ま
さ
に

「
地
域
の
力
」
で
あ
り
、
こ
の
実

現
に
は
政
治
と
行
政
の
支
援
が
重

要
で
す
。

自
助
、
共
助
、
公
助
が
成
り
立
っ

て
こ
そ
、
私
た
ち
の
命
が
守
ら
れ

ま
す
。

③
地
域
力
を
支
え
る
支
援

②
居
所
の
事
前
把
握

「
視
覚
障

が
い
者
は

災害対策


